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接 点 発 見 の コ ミュ ニ ケー シ ョン能 力 獲 得 へ
一私にとって総合活動型 日本語教育とは何か一
遠藤ゆう子
【キー ワー ド】総合活動型 日本語教育 ・接 点発見 ・価値観 ・筋道 ・客体化
1,動 機 と仮説
学習者 の思考が教室外 に置 き去 りに された授業は虚 しいものであ る。どこかにあるら
しい本番 に向 かって練習を重ね るのは、学習者 も教師 も仮想現実の 世界に侵 されてい る
と考える。細川(2002)1に よる と細川の実践する総合 活動型 日本語教育ではr学 習者
一人一人 に現実の具体的 な言語使用場面 を提供」す るものであ り 「学習者 の 「考 えてい
ること」を手がか りに しつつ、コミュンケーシ ョン空間 としての教室 を運営 してい くこ
と」 とある。仮想現実から開放 され、学習者 自身が掴 んでい く生 きた こ とばが繰 り広 げ
られ る可能性 を大いに持っ活動である。さて、 このrコ ミュニケーシ ョン空問 としての
教室∫とは どの ように捉えた らいいだ ろ うか。細川の実践す る総合活動型 日本語 教育で
は,思考 と表現 を活動の中核と している。動機、対話 、結論 とい う一連 のプロセスで 自分
自身 の立場 を表す ことが学習者に要求 され る。 しか し立場 が明確 化されて も、その立場
がフィール ドを共有す る複数の他者へ提示 され、それ らが交錯 し、受容や接点 を見る と
い う行程はない。対話もこれには当た らず 、対話内容 の取捨選択権は本人が握 り、立場
を表すためのプロセスに しか過 ぎない。これか ら興味深 いコ ミュニケー ションが行 われ
るで あろ うに、準備が整い土俵に立 ちr八 卦よい」と声をかけた段階で、実際の取組が
行 われないかのよ うな格好である。
実社 会は同 じフィール ドに複数の人が立ち、各々の立場や考えることを発信 し、一旦
はそ の考 えが交錯 した として も答 えや 接点を見出す とい うことが繰 り返 し行われてい
る。自分の論理や思考 を表明す るに留ま らず、それ が どの ように受け入れ られ、変形 ・
変容 してい くか を見ることまでが 自己実現 には深 く関わ りがあ り、責任の範疇で あろ う。
この過 程でコ ミュニケーション能力 が獲得 され ていくのだ。
こ ういった観点から、私にとって総合活動 型 日本語教育 とは社会性 あるコ ミュニケー
シ ョン能力獲得の育成をする前段階 にある ものである。
2.対 話 対話 対話
1細 川英雄(2002)r日 本語教育は何 を目指すか 一言語文化活動の理論 と実践」明石書店
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1の 動機文 と仮説 を抱え、筆者は対話 に臨む。早稲田大学22号 館近 くの喫茶店での
A氏 との 「対 話」、授業時間での実践研究 クラスのメンバー との 「対話∫、そ して 自分 自
身 との 「対話」である。
2-1.対 話相手
対話相手A氏 は、総合活動型 日本語教育(以 下"総 合")に 深く携わっている。大学
院生時、実習生 として学習者 とともにこの活動 を行ってい る。その後サボー ター として
参加す ることもあ り、現在はNJB2と 呼ばれ る``総 合"の 授業で細川先生 と共 同担 当
者 と して活躍 してい る。そのため"総 合"を よ く理解 しているだろ うとい う点 と、一方
"総 合"の 開発者ではないので
、細川先生 とは異なる視点か ら``総合"を 見ている可能
性がある点 とでA氏 が"総 合"を どのよ うに捉 えているのか に筆者 は興味を持った。
以下、対話相手A、 筆者B、
2-2・ 動機文の段階で筆者の捉 えた"総 合"とr社 会性 あるコ ミュニケー シ ョン能 力』
対話相 手A氏 は、まず筆者の動機文の総合活動型 日本語教育がr前 段階」にあると
い う文を指 し、その文 自体ではまだ筆者 の立場が表 しきれていない と指摘 した、
B;社 会性 とい う点ではまだ欠けてい るん じゃないか と思 ったんです。準備が整 っ
た段階 が総合。細川先生の本に総 合の 目的が コミュニケー シ ョン能力獲得 と書
いてあ ったんですが、そ う考え ることはで きない と思った んです。 コ ミュニケ
ーシ ョン能力獲得 とい うのは皆が 立場表明 した あとで
、それについてや いのや
いの話 して、何か例 えばや らなけれ ばならない課題があれ ば、その課題 に向か
って接点 を発見 してい くとい うの がコ ミュニケー ション能力獲得だと思 ったん
ですね。それ をやってい くことでそのプロセスでコミュニ ケー ション能力が獲
得できるものだ と思います。総合 は 自分の立腸 を明 らかに した ところで終わっ
ちゃった、 とい うのが私 にとっての総合です。
Al皆 の 中で ことばをや り取 りをす るってい うのが社会性 なんですか。
B:こ とば をや り取 りす るだけ じゃな くて、何かをや らなきゃい けない、問題 があ
って何 かを成 し遂げなきゃいけな い とい う時 に、Aさ ん とBさ んの意見が違え
ば接点 を見つけた り、 ある時 は相手 の意見 を受容 した り、あ る時 には 自分の意
見を強 く主張 した りす るってことが社会性 かな と思います。総合活動型は私か
ら見 る と、論文 を書いた りする技能 を磨いているよ うに思えるんです。
動機文 に書 いた 「社会性あ るコミュニケー シ ョン能力1と い うことばが示す ものは一
体どんな ものなのか。動機文執筆後、自分で使った この表現に筆者 自身困窮す ることに
なる、
2主 に学部生を対象 として細川先生がコーデ ィネー トした 「総合活動型 日本語教育」の授業。
魅力的な人をテーマ としr動 機→対話→結論」の手順で レポー トを執筆する二とで、思考
と表現の活性化を狙 う。"NJB"は 科 目名 「日本事情B1か ら。
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動機文を書いた時点 でのr社 会性 あるコミュニケーシ ョン能力」とは次の ようなもの
であった。複数 の者で何か成 し遂げな けれ ぱいけない課題 があ り、解決に向けた方法 を
見出さな くてはいけない状況がそこには前提 と して あ り、複 数の者の間の考 え ・方法 を
一つにま とめる。つま り複数の者の考 え ・価値や方 法の接点 を発 見 してい く能力が重要
だ と考え る。また接点がなく、幾つかの考え ・価値や方法の中か ら一っの選択を迫 られ
た場合、それ を受 け入れてい くもの大切な能力だ と考え る。この接点 を発見 してい く能
力 と、他を受容す る能力がr社 会性 あるコミュニケーシ ョン能力」だ とお さえていた。
そ して、複数の者 の考えや方法を突 き合わせ る前に、其々の考えや方法 を各 自が掌握 し
てお く必要 がある。 この掌握がr前 段階 」 とな るのだ。
A;こ れ を読んで一番最初に思 った のは、 ど うして総合で差 異や接点 を発 見す ると
い うことがない と思われたのかが分か らなかったんです。
B二 実践や 総合では、書いてきた ものの内容につ いてあま り触れ ないんです。内容
ではな く、論理展開が明確か、言いたいことが見えるか とい うこ とに着 目 しま
す が、 内容については、それは対話相手 とや りま しょう、 と。対話 をす ること
は とて も社会性 があると私は思 うのですが、教室内でそれ をス トップす ること
は、社会性 とい うものか ら離れてい るとい う気が します。対話相手 とは とこと
んや るので しょ うけど、 目の前にい る人 とはス トップ して しま うことが、ち ょ
っ と不 自然、コ ミュニケー ション能力獲得 とはち ょっと離れ ると思 う。
動機文を書 く段階で は、学習者が云わん とす るこ とが理解 できるか、理解 できないの
な らどこをク リアにすれ ばいいのか といった角度か らのア ドバイ スが行 われ る。それ は
学習者同士も実習生 か らも同様である3。"総 合"で は学習者 も教師 も内容 をクリアにす
る手助 けはす るものの、内容その ものや書いた人の持つ価値には関心がない ように見 え
る。いや 、関心はあるのに関心のないふ りを してい る。
その思いが強 くなったのは、本 レポー トを課題 とす る実践研 究の授業での ことだった。
実践研究では"総 合"と 同 じ手順で レポー ト執筆を課題 としてい る。動機 文を書 き、そ
れにっいて教室内で互 いにコメン トを し合 う。そ うして対話がスムー ズに行 われ るよ う
動機文 を固める。この点で実践研究 と"総 合"は 基本的に同 じことが求め られ てい ると
筆者は解釈 していた。その実践研究において、院生が其々の動機 を固 めてい る段階で細
川先生がある院生の動機文に対 しての コメン トを言いかけてや められた ことがあった。
しか し院生達が続 きを言 うよ う促す と、それは動機文内容その ものへの言及であった。
ある院生の動機文の内容に対 し、これ はここで言 うべ きことではないのだ とい う前置 き
を して細川 先生 ご自身 の考えを述べ られ たのだ。この とき私は強烈な違和感 を持 って教
菖 しかしこれは肇者の属 していた グループの傾向だった と後で知った。他のグループでは内
容そのものへ触れるや り取 りが既に始まっていたようだ。
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室を見ていた。 口に しようとした ことをや めたのは、内容 そのものには触れず、内容を
引き出 しど う表現 してい くかだけに徹 してい こ うとす るためだ ったのだ。 「考えている
こと」 を問題に しようとす るな ら、r考 えてい ること∫ を引き出すだけでな く、なぜそ
こで価値観 をぶっけあ うことを しないのか,本 来は言及 したいのに・無関心ではい られ
ないのに,そ こで展開 された ことが無 関心の装いであった ことは衝撃であった。
この ような教室で 、rコミュニケーシ ョン1が 展開 されてい ると言 っていいのか。個々
人の内言 を外言化す ることに終始 していないか。外言 と外言 をぶつ け合 い価値観をぶつ
け合ってお互いを理解 し、接点発見 を しようとい う視点が欠如 していないか。これは社
会性の欠如 につながっていないか。これが筆者の動機文を書 いた時点での疑間であった。
2-3.対 話相手の 『総合活動型日本語教育』
A氏 は"総 合"に 何を求めているのだ ろ うか。``総合"の 経験が既に何度 もあ り、 自
ら担当す るにあたって、筆者 とは違 う側 面か ら"総 合"を 見ているに違 いない。筆者は
そ う思 うと同時 に、筆者の抱 えた疑問点を晴 らす ヒン トを探 してもいた。
B:NJBで は何 を目的 として授業 を作ってい らっ しゃるんです か。
Al最 終的 には言語文化 とは何か を考えて もらうためです。動機文 を書 いて対話 し
て 自分のテーマについて考 えてい く、それが メインの活動。それ は 目的 じゃな
くて手段 で、そ して言語文化 と最終的 に どう絡むか。抽象的に言語文化 とい う
のは考えてもす ぐに答え も出ない しそんなものではないと思 うけ ど、具体的な
活動 を してい くことで言語文化 を考えて もらお う、と。
B:そ うす る と、魅 力がある人 にイ ンタ ビュー する とい うことを、外 か ら見て、外
か ら振 り返 って言語文化について考えるとい う感 じですか。
A:そ うですね。ただ魅力的 な人 を選んで、その人について魅力 を書い て、その人
と対話するってい うのは、全部あ る意味で外か ら見 ない とできない活動ですね。
中にいて、それ を最後 にも う一回見直す とい うふ うに二重にや らない と。
B:な ぜそれ が言語文化を考 えることになるのですか。なんでそれが言語文化?
A=そ の活動 をとお して、個人の ものの見方考 え方 とい うのが、まず明 らかにな る。
自分 もイ ンタビュー相手 も、クラスの人 も。それ ぞれ の価値観や 視点 が出 る授
業 だ と思 うんですね。そ してそれ を通 して文化 とい うものが考 え られ る し、そ
の軸 となってい るのが コミュニケーシ ョン、や り取 り、授 業の中 で動機 を作っ
てい くときに、勿論書 くのは 自分ですけ ど、人 とのや り取 りの中で 自分の言い
たい ことがはっきりして くる。対話 して、教室に持ってかえって又や り取 りが
あ る。 そ うい うものを通 して 自分 の考えがよ り朋確になって くる し、それ と同
時 に他の人の ものの見方考え方によって刺激 され るところ、 ものの見方 がかわ
るところがある。そ うす ると言語文化 とい うものが何だ、活動 した 二とを振 り
返 ってそれ をも う少 し理論的 に考 える。
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"総合"の 考 えに基づ くNJBをA氏 は言語文化 とは何かを考えるためのもの であ る
と言 う。過程 を経た主体が、そ の過程を客観的に検証す るとい う二重 の関わ り方 をす る
ことで言語文化 を考察す る。更に価 値観や視点が出ない と授 業が成 り立たない と言 う。
その軸 が 「コ ミュニケー ション』 と位置づけて いる。
B:総 合 でコミュニ ケーシ ョン能力 獲得 がで きると思ってい らっ しゃいますか。
Aニ コミュニケー シ ョン能力 ってい うのは、 じゃ、何だ と思 っているんですか。
B:自 分の内言 を外言化す るって ことも勿論 そ うだ し、そこに留 ま らず 、私の外言
と相 手の外言を深 く理解 しあい、伝 えあい、伝 えあ うだけではな くて、その中
で接 点や差異をお互いに認 め合 うところまでだ と思います。
Al認 め合 えれ ばコ ミュニケー シ ョン能力なんですか。
B;そ こに課題があって接点 をみつけなけれ ばい けない とい う状 況が必要。 そ こで
養 われ るものが コミュニケー シ ョン能力だ と考えて います。誰か が立場 表明 を
した り大きな主張を持っていた り論文を書いた とします。 それ を理解す るだけ
で はな く、その人 と私 とで何か を成 し遂 げな ければいけない とい う状況 です。
Aさ んに とっての コミュニ ケーシ ョン能力って何です か。
A=自 分の言 いたいことを明確化で きて提示 できる。それを人の言 うこと と突 き合
わせ ることで きて、それを持 って帰 って 自分の中で検討ができ る。それ をもう
一度や り取 りできる
。
B;自 分の中で検討 して、最終的な選択権 は 自分 にあるのが総合。
A=で もそれは実社会でもそ うで しょう。人の意見に左右 され るとい うことです か。
B:人 の意見を全面的 にとは言 わないまでもかな りの割 合で受け入れ なけれ ばな ら
な い。その時 に自分の中で処理 してい くか とい うの もコ ミュニケーシ ョン能力
に入 ってい ると思 うのです。
A:私 が言ってい るのもそ うい うこ とです。
A氏 のrコ ミュニケー ション能力」 に関 して、r持 って帰って自分の中で検討 ∫とい
う言葉 が興味深い、「持って帰 る」ことがで きることにある種の余裕や贅 沢 さを感 じた。
その場 で判断 ・決断 を迫 られ ることがない故に、心理的 にも時問的 にも圧迫感 がない。
吟味 し熟考す る環境 を与え、本人が掴 み取った ものをも う一度 「や り取 り」す る。心理
的 ・時間的圧迫 の少ない環境に、教室外で はめったに感 じることのなか った余裕や贅沢
さがそ こにはあるよ うに思 う。
折 しも『考 えるための 日本語 一問題を発見 ・解決す る総合活動型 日本語教育のすす め』
4が刊行 され、A氏 の執筆 したrク ラス活動 の 目的 と展開」 とい う論 考を読む機会 を得
42004年11月 下旬に明石出版か ら刊行。筆者は細川英雄+NPO法 人 「言語文化教育研
究所」スタッフ。
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た。そ こでA氏 はr目 標 に向かって コミュニケーシ ョン活動を行 うだ けでは、個人の
認識 が相対化 され るとは限 りません。そ こでは、r自 分の考えていること」 が再検討 さ
れ るよ うな コミュニケーシ ョンの仕組みが必要 となるで しょ う。」 と述ぺ てい る。確 か
に・反鯛す ることでコミュニケーシ ョン能力は身につ き深化 させ られ る。一直線に 目標
に突 き進 めばコ ミュニケーシ ョン能力が養われ るとい う訳ではなく、どこかで内省 ・内
観す ることが必要 とされる。
r持って帰 って 自分の中で検討」r相 対化」rr自 分の考 えていること」が再検討 され
る」・また前頁r自 分を振 り返」る とい う彼女 のことばか ら、主体であ りなが ら客体化
するステ ップを踏 むことがA氏 の 「コミュニケーシ ョン能 力」だ と解釈で きよ う。
2-4.主 体で ありなが ら客体化す るために
rコ ミュニケー シ ョン能力」とは何かを考えてい くにあた り、主体であ りなが ら客体
化す る とい う新 しい示唆 を得た筆者 は、この角度か ら 「コミュニケーシ ョン能力1を も
う少 し追究 していこ うと思 う。ある種の余裕や贅沢 さを備えたrコ ミュニケーシ ョン能
力』は、 どの ような効果をもたらす のか。その効果は筆者の考 えるr社 会性 あるコ ミュ
ニケー ション能力」にも有効ではなかろ うか。
そ こで、主体であ りなが ら客体化す るために"総 合"で は どの ような仕組 みがあるの
か・その仕組み によってどんな効果 を得よ うとす るのかについて考察す る。
2-4-1.動 機文 を作る際の働 きか け
まず、動機文で書いた内容その ものについて互いに教室ではあま り討論 しない とい う
筆者 の解釈か ら、動機文 を固めていく段階で どのよ うなコ ミュニケーシ ョンが行われて
い るかを考 えてみる。
"総合"の 第一段階 として其々の学習者 が動機文 をかた めてい くのは
、自身 とテーマ
のかかわ り方 を明 らかにす るためだ と筆者は考 える。対話者 と表面 を撫でた ような対話
にな らぬ よ う、自分の立場 を示 した上で相手 と自分の違いな どを捉 え、話を深 めること
がで きるよ う動機文 をかためてい く。その考えに対 しA氏 は次のよ うに述 べた。
A:動 機の部分で意見交換 とい うのはで きるんですか。私 も動機 を固めておかない
と表面的 な対話 しかできない と思 うのですが、 自分の言いたいことが はっき り
まだ相手 に提示 されていない段階 で、動機の段 階か ら対話 のよ うな意見交換 と
い うのが可能 なんで しょうか。そ こで深まった議論がで きますか。
B=自 分の考えがある程度確立されていないとで きないと思 うので、総合 のや り方
で動機 を作っている段階 にいろい ろ意見 を言 うべ きだ とは私は全然思っていな
いんです 。 この総合にプラスアル ファで何かの要素 を入れ ていけばいい とは全
然思っていないんです,
動機文 を作っている段階で、内容その ものについ て肯定 した り否定 した りし始めれ ば、
なかなか次のステー ジヘ進 めなくなる危険がある、動機文 を作っているときに も内容に
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関す る其 々の意見 を言 うような小 手先の方法 を変える ことで価値観 をぶつ けあ うべ き
だ とい うことが私の主張 した いことでは決 してない。A氏 も動機文 を固め る段階 では対
話の ような意見交換に積極的 ではない。 これについてはA氏 と私 との接 点を見た。
だが動機文を持 って外で誰 か一人 と内容にっいての対話をす る とい うことは、外の誰
か一人 と社会性を持っ一方、教室 とい う空間 の中に社会性 を求めていない よ うに私 には
映っていた。
Alど うして社会性がないか とい うと動 機を作る段階で自分の意 見を言 う揚がない
か ら、
B=作 る段階 とい うか動機 を作ったあ とも。
Al対 話 を したあとは、そ うい う段階は あるん じゃないですか。
え=ん?内 容 についても意見は出て くるんですか。
前述 した よ うな内容そのものへの無関心の装いを維持す ることが"総 合"の 教室で は
期待 され ていると筆者は誤解 していた。対話では違 和感のない コミュニケー シ ョンが行
われ るだろ うと思ってはいたが、それは教室 か ら出た外で行 われ るこ とで あり、教室内
で は不 自然 なコミュニケー シ ョンを し続 けることが期待 されているのだ と思っていた。
しか しこれが誤解であ ることA氏 のことばで分かった。筆者の動機文 は誤解の上 に
成立 していたのだった,な ん とも情 けない。と同時に安心 もす る。不 自然 なコ ミュニケ
ー シ ョンをし続 けるこ とは期待 されていなかった。学習者 のr考 えてい ること」が引き
出 されれば、本来の関心あることを率直に話題 としていけばいいのである。
周囲の者は、仮説を固めていくために 「考 えてい ること」 を引き出す手助 けをす る。
その後掘 り下げた対話 が展開で きるよ う仮説 を固 めることが動機文 を作る際 の主な働
きかけ とし、 コミュニケーシ ョンを行 っている。
2-4-2.し か し重層的な働 きかけ
しか し、ここでもう一度、何 のためにr考 えていること」の内容その ものを対話後 は
話題 としてい くのだろ うか と考 える。
学習者 の 「考えていること」が引き出 され た後は、対話相手や 教室の グループでの対
話を通 して 自分のテーマ に関す る仮説 、つま り立場 を客観性 を帯びた よ り明確 なものに
してい く。内容その ものへの言及が少ないのは動機(=仮 説)を 固めてい く段階だ けで
の ことだ とい うことが2・4・1で 判明 したが、"総 合"の 活動全体 が学習者 が 自分の立場
を明確化 してい くための ものであるとい う筆者の考えは変化 しなかった。立場を明確に
す るために、動機 、教室外での対話、教室内での対話、結論の導 きとい う各段階が仕組
まれ ていると考える。他者 とのインター アクションを取 り入 れることで、多角的な視野
を持ち、他者 に伝わ る明確で強固な立場を表明できるような働 きかけが行 われ てい るの
だ。なぜ な ら複数の者の間の考え ・方法を一つにまとめる必要はな く、動機 は勿論、対
話 も学習者の視点で切 り取 られ るか らだ。だか ら各々の学習者は対話の どの部分を取 り
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入れるか は、(単 に レポー トの中に取 り入れ るとい う意味だけではな く、 自分の中に取
り入れ るか、相手の言 ったことを 自分の中に響かせ ることがで きるか、「私」 をくぐら
せ るもの として取 り入れるか とい う意味 も含む)意 識す る しない にかかわ らず、選択で
きる、または選択 しているのだ。対話相手が強 く述べていた ことを意識す ることがで き
ず、気付かない うちに捨てているもの もあるだろ う。自分の立場 を明確にす る とい う目
的の下に、取捨選択 しているのだ。
A:立 場 を作 るこ とだ けが総合だ と私 は思ってい ませんけ ど。 勿論大切な ことです
けど…。 それ よ りもむ しろ重点 と しては立揚 を作った上で コミュニケーシ ョン
を通 して 自分の考 え ・考え方 をど う考え直すか、 どう検討 するか、検討 したか
しないか、それ がきつい と思い ます。 しかもその立場 を作 るまでの間 にやは り
いろいろな意見 をもらう、立場その ものについてではない けど、 自分がど う考
えるか、 どんな ことを思ってい るか、結構否定 され るわ けですか ら、それをも
う一度 自分の中で検討 して どうい うふ うに出 していくか、全 くそれ5は 同 じだ と
は思 わないんですけ ど、コミュニケー ションとい う意 味では同 じだ と思います。
遠藤 さんが リンゴだって言った ことに ミカ ンだ ミカ ンだっていって も、それは
私の意見であって、 ミカ ンだ って言われた ときに、 リンゴよって言い続 けるの
か ミカンだ と言 うのか、それ こそ リンゴとミカンの接点を見つ けるのか、ど う
い うい うふ うに とらえるのか、 どう解釈す るかは遠藤 さん じゃな いとできない
です から、 ミカ ンってい う見方 を押 し付 けるのが私の 目的で もな い、必要もな
い。 ミカ ンを どう捕 らえるかはキャッチボールですか ら。
B=リ ンゴと ミカ ンってい う意見が出た ときに、それ を一つ にしなきゃい けない と
い う場面 に教室 か ら出た社会 ではよく直 面 させ られ る。 あなたは ミカンと思 っ
ていて私は リンゴと思 ってる、 とい うところでは終わ らない。
A=そ れ はその とお りだ と思います。でも ミカ ンだって言 い続 ければ、 リンゴだ と
思っていた人が ミカンだって思 う?
B=い いえ、そ うい うことじゃない。接 点を見つけるんです。それが コミュニケー
シ ョン能力だ と思ったんです。
A:そ れ こそ世界 を見てい ると接点 を見つけ られない ことのほ うが多いですよね。
立場表明 した中で違 う立場 を受け止めるか、 ど う考 えるのか、受 け付 けないの
で はな くて、 ど う考 えるか とい う二とを してい く、そ うい う トレー ニングは必
要 だ と,慰う、総合ではその トレーニ ングをやっている。
5rそ れ」 とは、恐 らく、動機文を作る段階では 「考えていること」の引き出 しという働き
かけが コミュニケーションとして現われ、対話では 「考えていること1そ のものを意見 と
して互いに出し合 うような価値観のぶつか りあいがコミュニケーションとして現われる、
といったような取 り扱 う対象のことを指 していると思われる。
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A氏 のrト レーニ ング」とい う表現は筆者 には しっ くり来た。例えば対話 の どの部分
を切 り取 るかは各学習者 に委ね られ ていた としても、切 り取った ものを レポー ト内や テ
ーマを考 えてい く上で どラ活かすかについては教室内で問題 に され る。切 り取った もの
の活 か し方について トレーニングす るのだ。そ して前述の ように動機 を固める段階で内
容につ いての意見交換 を始めるべきだとは考えていないが、その一方で、教室外の社会
はそれ を常に待 って くれ るよ うな寛容な社会で はない と考え る。ところが"総 合"の 教
室にお いては常 に寛容で見守 る姿勢 を保持す る。勿論ただ見守るのではな く、当事者 の
考えを引き出そ うと し、引き出されたものや表現の方法を確認 しあい、イ ンターア クシ
ョンを取 り入れて引 き出 された ものを再構 築 し、それ によってr考 えているこ と」を支
えてい こ うとす る。その上での寛容で見守 る姿勢で ある。寛容な環境 の中で トレーニ ン
グが繰 り広げ られている。 トレーニングす る土壌があるのだ。
Al動 機 の段階ではまだ固まっていないか ら、そ うい う意味では、考え られ ない、
決まっていないか ら、確 かに内容 についてはまだあれ これ言 われ ないノ)ですね。
B=動 機 を固めている段階 ではテーマについ ては触れ ないとい うよ うに教室 を仕組
んでいるわけです よね。
A;そ うですね。そ こでの一番 のポイン トは言いたい ことをはっき りす ることです
か ら。いろい ろ詰め込んで意見を言 うことで余 計に分か らな くなっちゃ うよ り
は 、ちょっ とそれは後回 し。整理 してい るわ けです ね。そ うい う意味で はね。
扱 っているものが違 うだけで、や っぱ りコミュニケー シ ョンは してい ると思 う
ん ですけ どね。 うん、で も、 自分 の考 えてい ることを じっく り出す時問 が与 え
られ るとい う…,あ る意味で トレー ニングですか ら、 じっく り時 問 を与 えて く
れ るところだ と言 えますね。 しか も自分 の考 えてい ることを本 当に言いたい こ
と、 じっ くり考 えたことがない人た ちって多い と思 いますか ら。 それ こそせか
された り、いろんな こと言われ た り。だ か らそ うい う意味では時問 をか けて じ
っく り考えることができそ うですね。
B;そ うですよね。 そこがあ りが たい とい うか贅沢に授業が構成 され てい るなあ と
思 うんです。 うまくいろいろなことが仕組まれ ています よね、 この授業 は。
A=そ うですね。 ものす ごく、それは。細川先生 の仕組み です よね。 仕組 んで運 営
されていますね。
他者 とのイ ンターアクシ ョンによる もの として、教室内のメンバー と立揚 を引 き出 し、
教室外の人間 と引き出 した立場を揺 るが し、そ してまた教室内のメンバー と立場 をよ り
多角的で強固にす るとい うのが其々の段階で遂行 され る。 しか し更 に"総 合"の 過程 を
見てい ると、この ような活動 を軸 としなが らも、引き出 し、揺 るが し、強固にす るとい
う其々の要素は一度 き りではな く、繰 り返 し学習者 に迫 るもので、重層的 に行 きつ戻 り
っ繰 り返 され絡み合 っているこ とに気付 く。ここに更に絡まるのが、A氏 の言 う自己の
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r持って帰 って 自分の中で検討 」 した り、r相 対化」す る営為である。 二れも繰 り返 し
学 習者が行 うことである、2-3で 書いたよ うにrど こかで内省 ・内観」す るのではなく、
常に行 きつ戻 りつ しながら内省 ・内観す るのだ。
以上 のよ うな重層的な他者 とのイ ンターアクシ ョンと自己の内省 ・内観によ り、"総
合"で は主体で あ りながら自己 を客体化す る仕組みが出来上が ってい る・自分がrど う
考えるか」 を外側か ら客観的 に捉えてい くのだ。
当初"総 合"は 学習者の状況に合わせてシラバスを決定 してい く後行シラバ スである
と思 ってい たが、実はシラバ スはたったひ とっ 「学習者の考えてい ること」であ り、そ
れ を導 くた めの要素が重層的 に絡み合 った活動 であった。動機、対話、結論へ とひたす
らまっす ぐ向か ってい く活動ではないのだった、重層的 なイ ンターアクシ ョンと内省 ・
内観に よって、考 えることの筋道 を示す ことが仕組まれてい る。考 えてい ることの筋道
が現れ 表す ことが効果 として浮かび上がって くる。筋道 を表す とい うことはrど う考え
るか」rど う考えてきたか」を明 らかにすることだ。"総 合"は コ ミュニケーシ ョンを通
し、 自分がrど う考えるかjrど う考えてきたか」が得 られ る活動なのである。
2-5.仮 説再考
A氏 との対話中、rそ の時に 自分の中で(ど う)処 理 してい くか とい うの もコ ミュニ
ケーシ ョン能力に入ってい ると思 う」とい う筆者の発言 に対 し、A氏 はr私 が言 ってい
るのもそ うい うことです」と答 える。な らば筆者の言っているr社 会性 あるコミュニケ
ーシ ョン」とい うのは一体何 だろ う。ここで筆者は2・2で 触れた 「社会性 あるコミュニ
ケーシ 日ン能力」 を自分 自身 と対話す ることで再度考 えてみたい。
筆者 の 日常(教 室外の社会)で は、リンゴがいい と主張 して も、相手は ミカンのほ う
がいいのではないか と思っている場合、相手は どうして リンゴなのかと間 う代わ りに、
ミカンの有効性を訴 え、だか らミカ ンのほ うがいい と主張 した り提案 した りする、加 え
て他 者の考 えていることの受容にス ピー ドを要求 され ることが しば しばである。次の成
し遂げなければな らない課題へ と関心 ごとは移 っていく。瞬時 に、恐考を通すか、思考が
通 され ぬまま答えを提示 しなければな らない状況に遭遇す る。
この ようにrど う考えるか」とい う筋道 を表すよ う問われ ることは稀 有なことだ。r何
を考 えるか』 を悶題視 され、その理 由も筋道ではな く利点等 を示す ことで支 えられ る。
rど う考 えるか」を要求 しないことの一因はそれに時間がかか る二 ともある。スピー ド
を要求す ることが しば しぱあるくらいなのだ。 「ど う」 を掘 り下 げる時問的余裕も心理
的余裕 もない。
r何 を考 えるか」を扱 う対象 とし、瞬時に対応す るためには、ある能力が必要だ。筆
者 はその よ うな能力 を養 うことを念頭 に置いていた ことに気付 いた。しか しこのような
状況 が筆者の言 いたかったr社 会性」だろ うか。これ は筆者 のr日 常」ではなかろ うか。
そ して、はた と思 う。 筆者が追究 しよ うとしていたr社 会性あ るコミュニケー ション」
一168一
日本語教育実践研究 第2号
は、単に筆者が よく遭遇するr口 常的 なコ ミュニケーシ ョン」だったのではないか と。
このr日 常的 コミュニケーシ ョン」では、互いの思い を述べ合 う。リンゴに対 して ミ
カ ンだ と意見陳述す る。私はこれを価値観 がぶつか り合 っているのだ と短絡的 に解釈 し
ていた。そ うす ることで互い に刺激 し合い、影響 しあってい けると思い込ん でいた。 し
か し、リンゴに対 してど うして リンゴだ と考え るのか と問 うこと自体、そ して問われ た
ときに ど うして リンゴだ と考 えたかを説明す ること自体に、価値観は表出 される。どの
よ うに問い、どの ように答え るかは人それぞれであ り、その人の価値観 に裏付 けられ る
ものだか らだ。そ こで も各 々の思考や価値観 に支え られたや り取 りが展開 され るこ とに
な り、価値観のぶつか り合いがまさに起 こっているのだ。r何 を考 えるか」だ けが価値
観ではない。rど う考えるか」 も価値観なのだ。 そのこ とをA氏 はr扱 ってい るものが
違 うだけで、やっぱ りコミュニケー ションは してい ると思 う」とい うことばで筆者 に気
付 きを促 していた。 さらに次の よ うなこ とも述ぺている、
A:ク ラス活動 として常に外言 と外言は対峙 していますよね。外言 と外言が鋭 くぶ
つか るのは対話なんです よね。 だか ら対 話に重点 を置いてい る。 でも段階 ご と
に重点の置き方が違 うけど、ただ遠藤 さんのお っしゃる外言 と外言 を どの段階
で も突き合わせている と考 えられ ませんか。コ ミュニケー ションとって いるわ
けだ し。派手にぶつか りあ うわけではないんです けど。
対話では、価値観のぶつか り合いは 「派手にぶつか りあ う」ので分か りやす い。 しか
しそれ以外で も価値観抜 きには"総 合"は 成 り立ち得 ない。価値観 に支えられ た活動 が
"総 合"で は常に展開 されていて
、それによ りコミュニケーシ ョン能力獲得の トレーニ
ングが実際に されているので ある。 そ う、前段階ではなかったのだ。
3.結 論
"総合"と 教室外の社会での価値観
これ まで見て きたよ うに、"総 合"で は 「どう考 えるか∫ とい う筋道 を表 してい く。
各 々の学習者が辻棲 さえ合っていれ ば どんな考 えや 思想 といったもの を持 と うが構 わ
ない,互 いの価値観 に触れず、価値観 の筋道だけを示す。なんだか腫れ物 に触 るみたい
だ、筆者はこれをr社 会性」の欠如だ と感 じた。 ところが、この筋道 は一人一人 によっ
て 当然異な り、一人一人の価値観 によって筋道は成 り
立つのである。右図で言 えば、Aと い う筋道 を表すか、
あるいはBかCか とい う終点にたどり着くまでどのB(雛 蜀
よ うな方法 を選んで きたか・思考 を してきたか・とい 起点c
う道程が重要な問題 となる.こ の道程その ものが其々
の価値観なのだ。そ して周囲の学習者はその人の道程 を一緒に客体化 してい く仲間だ。
"総 合"は こ うして終点にど うた どり着いたか を明 らかにす ることで
、学習者のr考 え
てい るこ と」 を支えていこ うとす る活動で ある。
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他方、教室外 の社会 〔日常〉はどうだろ う。 どのよ うな道程 をた どって きたかとい う
筋道 よ りも、終点が どこか、それが何かが第一に問われ る。rど う考 えるか」 よ りも、
「何 を考 えるか」であ る。自己や相手の終点 にたど り着 くまでの道程を客体化 して捉え
なおす作業はそ う頻繁には行 われず 、筋道の集大成 であるはず の終点(何 を考えてい る
か)を 述べ る。互いの終点を明示 し、それ をぶつけ合 うことに よって価値観を出す。
両者 の価値観の出 し方は異な る。だが 、どちらも価値観が出 されていることは同 じで
あった。
テーマ との関わ り方の違い
"総 合"に お いて
、教室内で各学習者の起点 と終点をそ のまま受容 し、リンゴと言 っ
た ときに リンゴを リンゴのまま受 け入れて くれる寛容 さは何故 あるのだろ う。これは周
囲の者 が自分 とは切 り離されたフィール ドであることを知っているからである。一緒に
成 し遂 げなけれ ばな らない課題 はな く、各 々の視点に選択が委ね られてい ることを知 っ
ている。利害関係 もない。 クラスや グループの学 習者が どのよ うな終点にいよ うとも、
そ 二へ侵入 してい くことを好ま しい ともしなければ、また 自分の問題 と して侵入を必要
とも しない。互いの考 えを変えることが"総 合"の 目的ではないのだか ら。
教室外 の祉会で解決すべ き間題、成 し遂げなけれぱな らない課題 を抱 えた場合 、自分
とは切 り離 されたフィール ドではあ り得ない、その問題 ・課題 を複数の人 間が成 してい
かなけれ ばな らない な ら、複数の人間全員が誰か一人の言 うリンゴを リンゴのまま受 け
入れ ることはできな いことがあろ うし、そ うなればその考 えを支 えてい こうとす る寛容
さは生まれない。終 点への侵入が必要(ま たは必要悪〉 にな る。
言 うなれ ば、"総 合"で はある学習者 を見た場合、テーマ を自分で決めテーマを 自分
の間題 と して捉 えてい くが、 しか し周囲の学習者(ク ラスや グループのメンバー)は 必
ず しも自分の間題 として捉 えているわ けではない。つま りr1。 動機 と仮説」で述べ た
よ うに同 じフィール ドにいないのである。これ に対 し、成 し遂 げなけれ ばな らない課題
を抱 えた揚合 、そ こに関わる者はテーマ を自分の問題 として捉 えなけれ ば課題 が遂行 さ
れ ない ことが多い。 これが"総 合'}と 教室外での祉会での大 きな違いなのだ。
まとめ
筆者が教室外の社会では比較的多い と感 じてい る互いの終 点(何 を考えるか)を 明示
しそれ をぶつけ合 うことによってのみ価値観を出すことは、罠に陥 る危険があ る。接点
の発 見が し難い とい う疑であ る。成 し遂 げなければな らない課題があって接点を発見 し
ていかな くてはな らない境遇にあ り、接点発見を してい こうとい う姿勢が複数の人間 に
あ るに もかかわ らず、それが し難い とい う不幸な状況だ。このよ うな状況に遭遇 した場
合、"総 合"の ような筋道(ど う考えるか)を 表すことで互いの価値観 を出す とい う方
法 は、解決の糸 口をつ かむ道 しるべ となる。終点 〔何 を考えるか)を 主張す ることでは




そ こに参画する者が皆、①共通テーマ を自分 から切 り離 されたフィール ドではな く自
分の問題 として捉えこと、②rど う考 えるか」とr何 を考えるか」を盛 り込む こ と、こ
の① と② によって接点発 見を導 くコ ミュニケーシ ョン能力が酒養 され るので はない だ
ろ うか。こ うして獲得 され たコミュニケーシ ョン能力が、どこにいても どのよ うな社会
にあって も何 をす るにあたって も、必要 とされ、広 く深 く適用 され うると考 える。
4.お わ りに
対話 をす る前には気付かなかった大 きな事実が あった。 それはA氏 は総合活動型 日
本語教育担 当者 として常にrど う考 えるか」を問 う立場 にある人だ とい うことだ。この
問いの連続は筆者 にとってはr非 日常」であ り、苦 しい対話が展開され ることになった。
なぜ苦 しかったのか。それ は 自分 自身の価値観を他者へ提示す る苦 しさ、自分でもまだ
気付いて いないr筋 道」を意識化の レベルに吸い上 げそれ をことばと して編 み出 してい
く、生みの苦 しみである。曖昧 でい られた主体の内なるものを客体化す ることへの抵抗
でもあったのかも しれ ない。
ただ苦 しいだけな らや らな けれ ばいい。しか しコミュニケーシ ョンにおいて筋道 を表
す と本質が見える。このよ うに して見えて くる価値観に よって他者の考 えていることと
自己の考 えていることが理解できる。他者 を認め、相手 との隔た りが強調 され るこ とな
く他者 との接点発見ができるので ある。
筆者はまだまだ トレーニングが足 りない。筋道を示す訓練が必要だ、A氏 には筆者 の
訓練に忍耐強 く付 き合 っていただいた。 この対話 を明 目への糧 としよう。
(エンドウ ユウコ ・修士課程1年)
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